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 要  旨 
 ディスプレイデバイスにおけるフリッカの視認性は放送方式の設定において重要な要素であ
る。現在の放送方式は CRT を想定して作られており、近年登場した LCD や OLED などの新規デ
ィスプレイデバイスに対しては最適でない可能性がある。また、デジタル放送の開始など放送方
式の変化による視距離の短縮や、ディスプレイの大型化によりフリッカ視認が増す可能性がある。
本論文では、対角 44 インチの光源を用いて視距離、発光デューティ比、輝度を変えフリッカの視
認性を調べ、得られた結果をディスプレイの設計に応用することを目的としている。 
 第 1 章では、背景や研究の目的およびフリッカの原理などについて述べた。 
 第 2 章では、研究に用いた実験装置およびフリッカの評価方法、測定方法について述べた。 
 第 3 章では、視距離依存性について述べた。測定では画面の高さを H とすると、0.75H(Super 
Hi-vision), 2H(HD), 3H(HD), 5H(NSTC)の 4 種類の視距離を用いた。測定結果から、視距離が短
いほどフリッカを視認しやすく、フリッカ知覚限界輝度が低くなることがわかった。また、視距
離が短縮するほど、フリッカ知覚限界周波数が増加し、視距離が 5H から 0.75H に短縮すると知
覚限界周波数は平均 15%増加する。 また、デューティ比 50%、輝度 300 cd/m2 では一般的にフリ
ッカを視認しないためにはフレーム周波数を 75Hz 以上にする必要があることがわかった。 
 第 4 章では、発光デューティ比に対する依存性について述べた。測定結果から、デューティ比
が増加するほどフリッカ知覚限界輝度が増加することがわかった。特にデューティ比が 50%以上
の場合急激に増加した。また、視距離が短くなるほどフリッカを抑制するためにはデューティ比
をより高くする必要があることがわかった。そして、視距離 3H、輝度 300 cd/m2 においてフリッ
カを抑制するためにはデューティ比を 82%以上にする必要があることがわかった。また、輝度、
視距離を固定した場合デューティ比とフレーム周波数はトレードオフの関係になることがわかっ
た。 
第 5 章では、発光方式によるフリッカ視認度の差を述べた。第 3, 4 章の測定と実際のディスプ
レイの発光方式が異なるため光源の発光制御領域を水平方向に分割し、上側からタイミングをず
らして発光させて同様の実験を行った。その結果、フリッカ視認度にわずかに軽減したが、その
差はほとんど無いことがわかった。 
第 6 章では、本研究の結論を述べた。 
第 7 章では、本研究をさらに発展させるための今後の課題について述べた。 
